
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 7 2 5 2 4 3 4 5 9 0 2 1 0
11 * 0 0 8 16 1 1 1 4 3 7 2 3 1 0
16 * 3 5 3 7 0 1 2 2 3 5 5 0 0 0
22 * 2 7 1 4 4 6 3 1 1 2 2 3 1 0
24 * 0 7 5 7 2 6 2 7 8 15 1 1 1 0
4 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 5 2 3 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0
20 0 0 0 2 6 1 2 1 3 1 4 3 0 0 0
30 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 3 10 3 9 0 0 3 2 0 2 3 3 2 0
6 * 0 5 6 18 7 8 0 9 8 17 4 1 0 1
11 * 0 1 3 8 0 2 2 6 6 12 1 2 1 0
15 * 0 3 3 5 1 2 1 3 1 4 2 0 0 0
17 * 3 10 3 8 1 2 4 2 4 6 2 3 2 0
5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
8 0 0 1 0 1 0 2 1 0 1 1 1 1 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 1 4 2 2 3 1 6 7 1 3 1 0
18 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
関西2部リーグ戦最終日、大阪教育大学対びわこ成蹊スポーツ大学の試合。びわこが先に流れを掴み、そのまま試
合を有利に進めようとしたが、第3ピリオドで大教大が堅いデェフェンスから逆転に成功する。第4ピリオドは一進一退
のゲームになったが、びわこの多彩なシュートが決まり71-67でびわこが勝利を掴んだ。
ピリオド、大教大がオフェンスファウルをとられ、びわこは流れに乗り、#22中路や#11辻本のシュートで点数を重ね
る。一方大教大は相手の堅いディフェンスに攻めあぐね、なかなか得点に結びつけることが出来ない。びわこの勢い
は止まらず、#16福原のバスケットカウントが決まり大教大を突き放す。大教大は、オフェンスリバウンドをとるものの
シュートが決まらず、ペースを掴むことが出来ないでいた。しかし終了間際、大教大#6山野がシュートを決め、18-8と
大教大10点ビハインドで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、大教大はゾーンデェフェンスを仕掛けて、びわこのオフェンスのリズムを狂わせる。また、大教大#17安
部の3Pシュートが決まり少しずつ点差をつめていき、びわこはタイムアウトを取る。その直後、びわこ#11辻本がバス
ケットカウントを決め、少しリズムを取り戻す。大教大もさらに得点をのばしたいところだが、シュートの決定力に欠け、
点差が思うように縮まらない。両チーム同じような点の取り合いが続き、35-25とびわこが10点リードのまま前半終了。
第3ピリオド、大教大のゾーンデェフェンスが効き始め、速攻で大教大#15伊田のシュートや#17安部の3Pシュートが
決まり4差まで詰め寄る。さらに大教大の猛追が続き、遂に逆転に成功する。しかし、直後にびわこ#22中路が3P
シュートを決め、簡単にリードを与えない。その後は両チームとも得点が欲しいところだが落ち着いたプレイがなく、
得点につなげることが出来ない。大教大の猛追が功を奏し47-46と大教大がリードのまま第4ピリオドを迎える。
第4ピリオド、大教大は流れに乗ったまま、#6山野のシュートで少しずつ点差を広げていく。しかしびわこも、#7西尾
のスティールや#22中路の3Pシュートが決まり点を取り返す。大教大はびわこの追い上げに焦りをみせ、得点に苦し
む。びわこは一気に追い上げ、逆転し、さらに止めを刺すかのように#16福原の3Pシュートが決まる。少し点差がひら
いたところで、大教大がタイムアウトを要求。大教大は残り1分でオールコートマンツーマンで相手にプレッシャーを
与え、#4須川の3Pシュートが決まり、3点差まで詰め寄る。しかし、びわこは焦ることなくプレイをし、71-67でびわこが
勝利した。
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戦評 山田　渉(甲南大)
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